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勉強会 LLaMAとその派生

M1 上野
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目次

✓ LLaMAとは

─ 概要

─ モデル構造

✓ LLaMA2とは

─ 概要

─ LLaMAとの差分

─ 性能

✓ LLaMA2の派生

─ code llama

─ ELYZA
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LLaMA: Open and Efficient Foundation Language Models ’23 arXiv

✓ Metaより発表されたLLM(ソースコード公開，商用利用不可)

✓ GPTやPaLMと比べて圧倒的に少ないパラメータ数で高性能を達成

─ 7B，13B，33B，65Bが存在

✓ 後のLLaMA2の前身にあたる
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LLaMAのモデル構造

✓ 過去のLLMで上手く機能した手法の掛け合わせ

✓ PaLMと同様のTransformerベースに対して下記の変更を加えた

─ RMS正規化で計算量を削減（PaLMより）

─ 活性化関数にSwiGLUを適用（GPT3より）

─ Rotary Position Embeddingで長文への性能を向上（GPTNeoより）

SwiGLU Rotary Position Embedding
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Llama 2: Open Foundation and Fine-Tuned Chat Models ’23 arXiv

✓ LLaMAをベースとした商用利用可能なオープンソースのLLM

─ RLHFを用いてChatも可能なLLaMA2-Chatもリリース

モデル構造

✓ LLaMAと大きくは変わらず，70BではGrouped Query Attentionを採用

─ Key，Valueに対して複数のQueryを紐づける

─ Multi-query Attentionと比べて，速度が落ちる分性能が向上
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事前学習データ

✓ LLaMAでは1~1.4Tトークンだったが，LLaMA2では2Tに拡張

─ 個人情報をクリーニングしたりと，値以上に価値が向上している

✓ 1度に入力できるコンテキスト長も2倍に
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LLaMA2 vs Open-source Models

✓ LLaMA2の34BでCode以外はMPT30B，Falcon40Bを上回る

─ LLaMAの65Bには届かない

─ LLaMA2の70Bは他を圧倒
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LLaMA2 vs Closed-source Models

✓ GPT3.5にも勝てない

─ パラメータ数の差を考えれば十分なのでは

─ ファインチューニングするとどうなるのか
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LLaMA2-Chat

✓ LLaMA2の事前学習重みから，事前学習データ＋100万以上の人手にアノテーションされたデータ

を用いてRLHFを行った
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LLaMA2-Chat vs Other Chat Models

✓ 基本的な性能はChatGPTに劣るが，安全性は他と比べてはるかに高い

─ クリーニングとRLHFをかなり丁寧に行っている（らしい）
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LLaMA2-Chat の日本語性能

✓ LLaMA2は事前学習でフルデータの0.1%(２B)トークンの日本語で学習済み

※ ただし，英語以外の使用は想定されておらず，日本語で回答を出力できない

LLaMA2-7b-Chat

LLaMA2-13b-Chat
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LLaMA2についてのまとめ

✓ 7B~70Bで商用利用可能なオープンソースLLM

※ 7Bは出力がバグることがあるので注意

✓ RLHFにより調整されたLLaMA2-Chatも存在

✓ どのタスクの性能もChatGPTに敵わない

✓ 日本語は理解できるが，話せない

✓ オープンソースだからこそ，様々なバージョンアップが行われている

─ タスクごとに最適化

─ code llama

─ ELYZA
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Code Llama: Open Foundation Models for Code ’23 arXiv

✓ LLaMA2をベースに，Code Llama，Code Llama Instruct，Code Llama Pythonを作成

─ Code Llama コード生成タスク

─ Code Llama Instruct 人の指示データでファインチューニング

─ Code Llama Python Pythonコーディング用に特化
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ELYZA

✓ LLaMA2をベースに，日本語に特化させた商用利用可能なLLM

✓ 元のLLaMA2は2Bトークンの日本語で事前学習しており，ELYZAは追加で18Bトークン学習させた

─ 日本語での応答が可能となり，GPT-3.5に匹敵する性能を達成

✓ 現時点では7Bのモデルの未公開されており，13Bや70Bも登場予定

※上手く
できたとき

※失敗例
形式もバグ発生
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まとめ

✓ 7B~70Bで商用利用可能なオープンソースLLM

✓ どのタスクの性能もChatGPT（GPT-4）には敵わない

─ オープンソースで使えるメリットは十分にある

─ HuggingFaceなどで毎日のようにLLaMA2を基にしたモデルが登場

─ Code LlamaやElyza

✓ ユーザビリティに対する研究・開発も行われている

─ 4bit量子化を行えばA100（80GB）×1枚でも70Bモデルを利用可能

─ AutoModelForCausalLM

─ AutoGPTQForCausalLM

✓ トークン調整限は面倒

─ 元のLLaMA2は入出力の合計が4,096トークン

─ 長文のやり取りには工夫が必要

─ llama index 実質無制限

─ yarn llama 128K
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補助資料
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LLaMAの活性化関数｜SwiGLU

Swish関数とGLU(Gated Linear Unit)関数の組み合わせ

SwiGLU

Swish

GLU
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Rotary Position Embedding

相対位置埋め込みを回転行列で表現し，tokenを回転させることで長文テキストへの性能向上

Rotary Position Embedding
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Rotary Position Embedding

相対位置埋め込みを回転行列で表現し，tokenを回転させることで長文テキストへの性能向上

Query，Key，Value定義

Attention

絶対位置埋め込み

相対位置埋め込み（従来）
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Rotary Position Embedding

相対位置埋め込みを回転行列で表現し，tokenを回転させることで長文テキストへの性能向上

回転相対位置埋め込み

fの行列表現

SAの一般形

非負関数でSAを再定義

RoPE（線形）
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LLaMA2 70Bの日本語性能（オンラインデモ）

✓ LLaMA2は事前学習でフルデータの0.1%(２B)トークンの日本語で学習済み

※ ただし，英語以外の使用は想定されていない
LLaMA2-70b-Chat
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